
 
 

 

本件事故当時、大熊町に居住していた申立人らが、避難費用（移動費

用・宿泊費等を含む）、就労不能損害及び精神的損害等の損害賠償を求め

た事例。 

和 解 契 約 書 
第１ 本和解仲介手続おける和解 
 １ 和解の範囲 
   申立人Ｘ１、同Ｘ２及び被申立人は、本件に関し、下記の損害項目

（下記の期間に限る。）について和解する。 
記 

損害項目  その他の費用（本賠償において被申立人が否認した部

分） 
   期  間  自 平成２３年３月１１日 
         至 平成２３年８月３１日 

２ 申立人Ｘ１につき 
（１） 物品購入費         ４４万７０８３円 
    家賃７月、８月分      １０万４０００円 

宿泊費              ８０００円 
移動費用           １万１０００円 

（２） 合計金額          ５７万００８３円 
 ３ 申立人Ｘ２につき 
（１） 宿泊費               ８０００円 
（２） 合計金額              ８０００円 
第２ 本賠償の合意 
   申立人両名と被申立人は、第１、第１項記載の期間における本賠償

として、算定額及び申立人両名の受領額について以下のとおり合意す

る（上記第１、第２記載の金額を含まない。）。 
  １ 算定額              金２８７万１３７５円 

（内訳） 
ア 申立人Ｘ１につき 

避難生活による精神的損害        ６０万円 
その他            １２５万７０２５円 
合計             １８５万７０２５円 

イ 申立人Ｘ２につき 
避難生活による精神的損害        ６２万円 
避難・帰宅費用          ３万９０００円 
就労不能損害          ３５万５３５０円 
合計             １０１万４３５０円 

２ 今回精算する仮払補償金           １６０万円 



３ 今回の受領額            １２７万１３７５円 
第３ 支払金額等 
 １ 被申立人は、申立人らに対し、第１、第２項記載の合計金額及び第

２、第３項の合計金額である金１８４万９４５８円を支払うものとす

る。 
２ 支払い方法 

  （省略） 
３ 申立人らと被申立人は、第１記載の期間における第１記載の損害項

目及び第２記載の項目については、本和解に定めるもののほか、当事

者間に何らの債権債務もないことを相互に確認する。 
４ 本件に関する手続費用は、各自の負担とする。 

以 上 
平成２４年５月２３日 
 
 
（仲介委員 大木健司） 


